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                                  校長 福島宏政 

基本方針 

  新型コロナウィルス感染症（学校保健安全法に定める第一種感染症とみなす）について、学院内での

感染防止と児童・生徒・保護者・教職員の健康と安全の維持、およびこれに関する不安を回避すること

を目的とし、下記の通り定める。 

 

１、学院内での感染防止策 

   学院内での活動は感染防止を優先的に考える。密閉、密集、密接を避け、常に換気、消毒・殺菌、

手洗い、うがい、マスク着用を励行する。 

 

２、児童・生徒・教職員本人の感染が明らかとなった場合 

  ・当該者が登校、出勤していた場合 

    感染が明らかとなった日から最低２週間の学校閉鎖とする。また過去３週間の校内濃厚接触者の 

追跡を行い、該当者には自宅待機等の必要な対策を講じる。また、その者に体調の異変があった 

場合は、さらなる校内濃厚接触者を追跡する。 

  ・当該者が登校、出勤していない場合 

    感染が明らかとなった日から最低２週間の自宅待機とする。 

 

３、児童・生徒・教職員と同居する者の感染が明らかとなった場合 

  ・必ず学院に報告する。 

  ・当該児童・生徒・教職員は原則２週間の自宅待機とする。 

 

４、感染者との濃厚接触が明らかとなった場合 

  ・必ず学院に報告する。 

  ・当該児童・生徒・教職員は感染者と最後に接触した日から原則２週間の自宅待機とする。 

 

５、海外渡航歴がある場合 

  ・児童・生徒・教職員で２月末以降の海外渡航歴がある者は必ず学院に報告する。 

  ・当該児童・生徒・教職員は帰国した日から原則２週間の自宅待機とする。 

 

６、上記のほか、行事等への対応など個別の案件については都度判断とする。また、文部科学省や県教 

育委員会等からの指針等が出された時は、その内容に即することとする。 
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